
快適な天然素材住宅の生活と脱温暖化を
「森と街」の直接連携で実現する

ＪＳＴ「地域に根ざした脱温暖化・環境共生社会」領域

研究代表：田中 優
天然住宅の「一気通貫モデル」を総合してCO2削減シナリオを設定

最大限に削減した場合の2050年のCO2排出量を求める 2

森と街の直接連携

CO2削減シ
ナリオ

天然素材住宅の性能評価 天然素材住宅の普及

① 省エネ・長寿
命の新しい天然素
材住宅の開発とそ
の性能評価
早稲田大
天然住宅G

② 木材の物性・
化学成分の利活用
に関する調査

名古屋大G
天然住宅G

⑤ 国産木質多用住宅
事業を支援する直接金
融システムと認証制度
の開発
天然住宅G

④ 林産地と住宅建設を直接
つなぐ一気通貫ビジネスモデ
ルの拡大とその実証
天然住宅G

③ 持続的な林業（育林を含む）
が実現可能であることの実証
名古屋大G
天然住宅G
早稲田大

⑥ 2050
年カーボ
ンニュー

トラル生
活実現
シナリ
オの検
証

埼玉大

本プロジェクトの全体像

人の健康と家を長持ちさせる

 建材も健康に留意した家
無垢材（つまり「集成材」や「合板」ではない木そ
のもの）を使用

※既存とは違う流れと認証制度で安心を提供する。

 適度に息をしている家
人も息をするように、家も息（空気の入れ替え）が
重要←これは人の健康にも影響する。

壁の中などにおいても湿気させないことが大切

家（木材）は腐朽菌により腐ってしまう（腐朽菌は
湿度を好む）。

※適気密という考え方を採用している。

全体像①
木材多用型住宅Y邸

 Y邸詳細

所在地 : 東京都目黒区
家族構成 : 夫婦・祖母・子供2人
構造 : 木造在来軸組工法
延床面積 : 99.37㎡

階数 : 2階 + ロフト
熱損失係数：2.17 W/㎡・K

隙間相当面積：5.0 c㎡/㎡

玄関

外観 リビングホール

キッチン ロフト階

図 Y邸立面図

図 Y邸平面図

表 測定項目及び測定場所

実測機器の写真

全体像①

室内側

自然素材クロス

屋外側

PB
t=12.5

ガルバリウム鋼板
t=0.4

通気層t=24ウールブレス(断熱材)
t=100

透湿防水シート

窯業系サイディング
t=12.5

：温湿度計 ：熱流計

Y邸外壁断面図
Y邸壁内実測ポイントおよび評価項目

図 Y邸 南西外壁断面図・実測ポイント

※ その他、外壁内構造材の表面含水率を実測

全体像①
Y邸壁内 内部結露発生の有無の検討

図 冬季 通気層気温および断熱材表面露点温度 図 夏季 通気層気温および断熱材表面露点温度

通気層温度 ＞ 断熱材表面露点温度

温度差の最も大きい 壁内通気層および断熱材表面の温度、露点温度を比較

断熱材表面温度 ＞ 通気層露点温度

夏季および冬季において壁内で結露が発生しないことを確認

全体像①



リグナン：
 ある種の植物が生産する天然化合物の総称

 抗酸化能、抗腫瘍活性等があるとされる→利用

 セサミン（ゴマ由来、健康食品添加剤）や
ポドフィロトキシン（メギ科植物由来、抗ガン剤）
が有名

スギ柱材「浸け込み」水の成分分析
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水中にリグナンが含まれるようである

酢酸エチル層

濃縮乾固

水試料:スギ柱材浸け込み前・後

酢酸エチル抽出

水層

濃縮乾固

残渣

酵素加水分解 in 緩衝液
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GCMS分析
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材の乾燥の効率改善等のため、乾燥前に材を水に浸漬するが、この水中に、材
に由来する有用成分が含まれているかどうかを調査した

全体像②

乾燥法による化学成分の違い

多糖成分の分析の結果、高温乾燥と
他の乾燥方法では違いが見られた。

今後、抽出成分（におい成分）の比較検討を行う。

鉄筋（セルロース）とセメント（リグ
ニン）との結合役割を果たすヘミセル
ロースが分解

力学的強度に影響を及ぼす
可能性がある

セルロースの一部
が破壊され、ヘミ
セルロース画分へ

ヘミセルロー
スの分解

全体像②

能登ヒバの高温乾燥させたもの

現在進行中の実験

長期荷重の力学特性が知りたい！

クリープ試験
（長期間に渡り、一定荷重を負荷）

変形量（たわみ）を計測する。

破壊荷重の１５％の荷重
（４点曲げ法）

↓
乾燥法による違い（たわみの推移、特
に季節変動による）を調べる。
（宮城県栗原市 栗駒木材㈱で実施）

新規性
（１）乾燥法による違いを調べる
（２）寒冷地での実大材クリープ試験

負荷点

支点

おもり

負荷点

全体像②
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日本の木材供給（製材）と住宅着工件数（木造）

国産材 外材丸太 輸入製材 木造住宅床面積の合計（右メモリ）

（1000m3） （1000m2）

【出所】林野庁『木材需給表』、国交省『建築着工統計』を基に前田が作成

注）国内製材は「国産材＋外材丸太」。

国産材

輸入製材
外材丸太

利用されていない国産木材

住宅（右メモリ）
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日本の木材供給（製材）と住宅着工件数（木造）

木材総供給 木造住宅床面積の合計（右メモリ）

（1000m3） （1000m2）

【出所】林野庁『木材需給表』、国交省『建築着工統計』を基に前田が作成

注）国内製材は「国産材＋外材丸太」。

住宅（右メモリ）
木材供給量

（左メモリ）
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伐採されずに存在する材積（スギ）
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（1000m3）

【出所】林野庁『森林資源現況調査』

主伐期

樹種：スギのみ

全体像③

伐採されずに存在する材積（ヒノキ）
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【出所】林野庁『森林資源現況調査』

主伐期

全体像③

森林から住宅への木材の流れ

プレカット工場海外

全体像④

多少高くてもプレカット材に適した外材丸太が普及
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国産材と輸入丸太の価格

すぎ中丸太（国産材） 米つが丸太（輸入丸太）

（円／m3）

【出所】林野庁『木材製品卸売価格累年統計』

バ
ブ
ル
経
済

高
度
成
長
期

世
界
景
気

好
況
期

プレカットの普及

全体像④

プレカット材を中心にする大きな業者
全体像④



木材販売業者中心の中小建築業者
全体像④

もう一つの流れ
新自由主義的（現在の主な）な流れ：第1の流れ

海外

国産材

複雑な
木材流通
経路

今まさに消えかけている流れ：第2の流れ

天然住宅プロジェクトの流れ：第3の流れ

しかし、この流れが日本の森林を支えている

全体像④

能登ヒノキ「アテ」の曲がり

環境（騒音など）

山の管理

天然住宅PJで考えている認証

工場
（労働生産性） 木材

（品質）

④山の管理の認証

工
務
店

＜健康＞
電磁波・有害ガス

＜原材料の安全性＞
耐久・耐火
素材の物性

居住性能

構法（基礎など）

・使用できる原材料
（素材認証を受けたもの）
・室内クオリティ

②建築認証 ①素材等の認証③居住性能認証

トレーサビリティ

木材を適正価格で買う

認証制度の概要
全体像⑤



何を認証するか？
 森林の認証

 森林はきちんと管理されている？
 樹木に農薬等が使われていない？

 素材の認証
 集成材、合板を使っていないか？
 輸入材を使っていないか？
 （接着剤等）健康に悪いものを使ってないか？

 建築の認証
 耐震性、耐久性、安全性に問題はないか？
 健康に問題のある部材を使用していない？
 持続可能な森林から出た木材を使用しているか？

 居住性能の認証
 快適に生活できるか？
 室内空気汚染などの問題は起きないか？

全体像⑤

2050年 カーボンニュートラル達成へのシナリオ

全体像⑥

天然住宅の普及 愛着の持てる住まい 林業の復興 自然素材住宅 天然住宅認証

冷房、暖房に頼
らない生活

健康で快適な生活 植林、間伐、山地酪農 長寿命住宅
適切な維持管理、
修繕

給湯、厨房、照
明の技術革新

自然エネルギー活用
(再生エネ導入）

適正森林形成と管理
部材の
長寿命利用

中古住宅市場
適正価格評価

運用・
省エネルギー

運用・
創エネルギー

望ましい林齢、
樹種構成

建設環境負荷小
値崩れしない
住宅資産価値

運用・CO2排出
削減

運用・CO2排出削減 ＣＯ２吸収量増加 建設LCCO2低減
住宅ローン
負担低減

LCCO2排出低減

脱温暖化・問題解決へのシナリオ

天然住宅のような環境優良長寿命国産材木造住宅の普及

暖冷房に依存しない自然・健康・快適生活

季節移住を含め自然資源豊富な地域で生活

自然エネルギー依存強化と脱化石燃料、脱原発の推進

機器の技術革新：高性能、単純、適正機能

長寿命住宅・木材は300年以上利用

脱貨幣経済・低労賃・互恵社会化

それらを重ねて真に持続可能な社会へ梶を切って行けば

今では不可能と思われている大幅な排出削減が

実現される可能性は大きい

全体像⑥

ラウンドテーブル・ミニRTの位置付け
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一気通貫モデルを取り巻く課題と打開策

設計・営業 施工・監理 資金供給 資材供給

省エネ・長寿命住宅を勧め
るための説得材料が不足
当PJに類似する活動に取り

組むグループが連携・協力す
るための仕組みがない

プレカットの台頭により伝
統構法の技術継承が困難に

伝統構法は良質でもコスト
削減の努力が不十分なため
地方では市場が広がらない

国産材住宅の質をライフサ
イクルまで含めて適切に資産
評価する制度がない

良質の家づくりを支援する
金融の仕組みがない

「森林・林業再生プラン」は
日本の現場にそぐわない

持続可能な林業の取り組
みは各地にあるが連携が足
りない

住宅ローンの軽減や林業
再生に配慮した家づくりを
LCCO2評価して営業ツール化

類似の活動に取り組むグ
ループとLCCO2評価ツールを
共有し、連携して市場を開拓

伝統構法の技術継承を担
う地方工務店の連携を強化

「手刻み＋工務店」が「プレ
カット＋ハウスメーカー」に対
抗できるように現場の職方目
線でコスト削減の方法を提案

国産材住宅を適切に資産
評価できる認証制度を提示
NPOバンクによる直接融資

に加え、良質の家づくりに既
存の金融機関が融資しやす
い仕組みを提示

山の現場目線で考えた森
林・林業再生プランを現行プ
ランの対案として提示

持続可能な林業に取り組
むグループで連携し、行政・
一般にアピール

ミニRTの位置づけ

様々な知見を統合 → 類似する活動に取り組むグループとの連携強化

ミニRT Ⅰ
住宅LCCO2削減のための建

築・ライフスタイル

ミニRT Ⅱ

工務店（職方）の現場目線で
考える一気通貫モデル

ミニRT Ⅲ
一気通貫モデルのための
認証制度・金融の仕組

ミニRT Ⅳ

持続可能な林産地・林業の
ための家づくり

ラウンドテーブルの位置づけ

一般の住宅供給の担い手に向けてアピール

打開策キーワード ＝ 他グループとの連携強化 ＋ 天然住宅認証

PR・ネットワーキング

・Webサイト・SNS活用
・ｆacebook，twitterにより顔の
見えるネットワークでつなげる

2012年11月～随時

垂直連携
ビジネス
モデル

実践ガイド

PR・ネットワーキング

●城南信金イベント
・ブース展示＋PRタイム
11月1日＠東京ドーム

(2) 家づくりセミナー ミニRT

●栗駒木材企画
・田中，前田 講演
・顧客候補20名×2回

10月20・21日＠仙台

○藤川建設，マルユウ企画
・田中，外岡 講演
・顧客候補＿＿名

11月22日＠新潟

2012年12月～随時
＠地方の先進地域

・顧客開拓システムの構築

2012年度のRT関連企画（案）

29

垂直連携BMヒアリング ： 各地の「意識高い山＋工務店」

(5) 2013年度 総決起集会 大RT

守り手
林業・林産業者

加筆
修正

○山口
島田日出夫氏
シマダ㈱ （工務
店）
自山から伐出

●名大・早大の合同ゼミ
●関連学会での研究発表等

2012年9月～2013年3月随時

○間口を広げて仲間を結集 300名～
※【仮称】天然資源住宅ネット 設立記念大会

2013年9月 ＠東京

○先進地域における『天然
住宅・栗駒モデル』の一般
化
○林業・林産業、工務店・
設計事務所の現場の声を実
践ガイドに取り込む

2012年12月～随時＠地方

草案
提示

フィー
ドバッ
ク

造り手
工務店・設計事務所

支え手
金融・不動産・関連団体

住み手
建て主・ユー

ザー

森 街

○静岡
＿＿＿＿＿氏
工務店
これから取組

○新潟
藤川建設（工務店）
マルユウ（木材加工
所）
「越後杉」

●山形 9/29
高橋和則氏 （一
級建築士事務所）
佐藤製材 （くん
煙乾燥材）

ヒアリング

●マネオ
●R不動産

○国交省

○これ木連

垂直連携BM ヒアリング

・栗駒モデルの比較対象
・社会実験の事例に

●信用金庫

○垂直連携BMの導入に積極的な
工務店、製材業者等の現場の声
を実践ガイドに取り込む
※豊川信金ワークショップと合
同？

2013年2月or3月 ＠名古屋？

(3) 垂直連携BM ミニRT(案)

・協力／支援引出す 年内随
時

研究報告 ミニRT

(4) 垂直連携BM研究集会 大RT

反映

頒布

頒布

(1) 認証研究会 ミニRT

●グリーンビ
ル認証 8/9
安松志郎氏
日本政策投資
銀行

加筆
修正

●エクセルギー，
熱環境 8/21
宿谷昌則氏
東京都市大学
教授

2012年8月～随時
＠建築学会地球環境委員会

●伝統構法の
いま 10/31
松井郁夫氏
一般社団法人
ワークショッ
プき組・代表
理事

※低温乾燥・燻
煙乾燥 （案）
伊藤隼夫氏（バ
イオ乾燥）
野村隆哉氏（燻
煙乾燥）

※快適性とイオ
ンバランス
(案)
石川恒夫氏
日本バウビオロ
ギー研究会

※木材の防ダニ
効果 （案)
八木隆一氏
桐製医療用ベッ
ド開発者

※天然資源
住宅認証
【仮称】

現場ヒアリング

●自伐林業
●木を活かして歩
留をよくする製材

2012年8月～随時 ○垂直連携BMに関心ある造り手～300名
・実践ガイドの公開・解説
※【仮称】天然資源住宅ネット 設立準備委
員会の発足 ＝新組織発起人集会

2013年3月16 or17 or 2 or 3日 ＠東京

●：実施中 or 済 ○：企画中 or 済 ※：
事務局案

※(仮称) 天然資源住宅ネット
設立準備委員会の発足に向けて
発起人を集める

2013年
2月中

2012年9月～11月随時

引力ツール
②

引力ツール
①

引力ツール
③


